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世界の宇宙開発略史


•  1020年頃 中国（宋）で火薬が発明される。

•  1200年頃 世界最初のロケットとして、火薬を使った「火せん」が発明された（中国）

•  1379年 イタリアの内戦でロケット兵器、ロケッタが使用される。実戦で使用された世界初の記録（イタ
リア）


•  1865年初めての本格的SF、ジュール・ベルヌの「地球から月へ」発表。以降19世紀には、月など惑星
をテーマにした数多くのSF（空想科学小説）が誕生。


•  1903年ライト兄弟、初飛行成功(アメリカ)

•  1926年 「近代ロケットの父」ロバート・ゴダードが、世界最初の液体燃料ロケット打ち上げに成功(アメ
リカ)


•  1942年 世界初のミサイルV-2の試験飛行に成功(ドイツ)

•  1957年 世界初の人工衛星「スプートニク」打ち上げ(ソ連) 
•  1961年 ソ連のガガーリンがボストーク1号で人類で始めて宇宙へ

•  1969年 アポロ11号で宇宙飛行士2人が月面に着陸（アメリカ）

•  1979年　欧州宇宙機関(ESA）がアリアンロケット打ち上げ

•  1980年 インドが初の自力で人工衛星打ち上げ

•  1981年　世界初の有人再使用型ロケット「スペースシャトル」初飛行

•  2003年　宇宙飛行士1人を乗せた中国の神舟5号が打ち上げ成功、無事帰還。米ソに続いて3カ国目の有
人宇宙飛行


•  2010年　国際宇宙ステーション完成


参考：JAXA宇宙情報センター h=p://spaceinfo.jaxa.jp/ja/cosmic_history.html




日本の宇宙開発略史


•  1952年　糸川英夫教授率いる東大生産技術研究所発
足、ペンシルロケットの開発に着手 

•  1969年 宇宙開発事業団発足。主に宇宙の実利用を担
う 

•  1970年東京大学宇宙航空研究所が日本初の人工衛
星「おおすみ」打ち上げ 

•  1981年東京大学宇宙航空研究所を母体として宇宙科
学研究所（ISAS)設立。主に宇宙科学を担う。 

•  1990年 TBS社員の秋山豊寛宇宙特派員、ソ連のソ
ユーズTM11宇宙船に搭乗。日本人で始めて宇宙へ 

•  1992年 日本人初の職業宇宙飛行士である毛利衛宇
宙飛行士がスペースシャトル搭乗 

•  2003年 宇宙3機関（宇宙開発事業団、宇宙科学研究
所、航空宇宙技術研究所）が統合し、独立行政法人
「宇宙航空研究開発機構」(JAXA)発足 

•  2010年　国際宇宙ステーション・きぼう日本実験棟完
成 

JAXA




日本の宇宙機関


•  2003年まで： 
– 宇宙開発事業団(NASDA、旧科学技術庁系): 主に実利用
を担う 

– 宇宙科学研究所（ISAS、旧文部省系）：主に宇宙科学を担
う 

– 航空宇宙技術研究所(NAL) 

•  2003年に上記3機関を統合して、宇宙航空研究開発
機構(JAXA)が発足 



h=p://spacenews.com/policy/100503‐japan‐urged‐breakup‐jaxa.html




日本のロケット


打ち上げ動画 h=p://www.youtube.com/watch?v=ACI0hyU_D4U&feature=channel


HIIロケット（液体燃料）
 MVロケット（固体燃料）




日本の人工衛星・探査機


温暖化ガス観測衛星「いぶき」

高速インターネット衛星「きずな」
 太陽観測衛星「ひので」


金星探査機「あかつき」
 ソーラー電力セイル実証機「IKAROS」


JAXA以外の衛星もある。 
気象衛星ひまわり、 
上昇収集衛星など


JAXA




国際宇宙ステーション


米国、日本、カナダ、欧州各国（イギリス、フランス、ドイツ、イタリア、スイス、スペイ
ン、オランダ、ベルギー、デンマーク、ノルウェー、スウェーデン）、ロシアが参加。 
2010年完成。2015年まで運用決定。2020年まで延長を検討中。


JAXA




日本が宇宙にかけているお金


今後の宇宙政策の在り方に関する有識者会議 提言書より


• 宇宙関係予算：3千数100億円くらい。防衛関係を含む。JAXAは2000億程度。 
• NASAの予算：18000億円（軍関係別） 
• ESA（欧州宇宙機関）の予算：5000億円 
• 日本の予算は最近減少傾向。NASA、ESAは着実に増加。 



宇宙競争力ベスト10


1.  米国 
2.  欧州 
3.  ロシア 
4.  日本 
5.  中国 
6.  カナダ 
7.  インド 
8.  韓国 
9.  イスラエル 
10. ブラジル




宇宙旅行


JTBのウェブサイト h=p://www.jtb.co.jp/space/




Virgin Galacdc
h=p://www.virgingalacdc.com/


独自に開発した宇宙船で既にテストフライトを始めている 
早ければ来年にも商業運行開始か。




月の土地を販売する会社


h=p://www.lunarembassy.jp/


月を国家が所有することは条約で禁じられているが、個人の所有を禁じる 
法的な根拠はない（らしい）




宇宙条約


•  正式には「月その他の天体を含む宇宙空間の探査及び利用における国家活動を律す
る原則に関する条約」 

•  1966年国連で採択、1967年に発行


•  以下抜粋 

•  第１条：月その他の天体を含む宇宙空間の探査及び利用は全人類に認められる活動
分野である。月その他の天体を含む宇宙空間は、すべての国がいかなる種類の差別
もなく、平等の基礎に立ち、かつ、国際法に従って、自由に探査し及び利用できるもの
とし、また天体のすべての地域への立入は、自由である。 

•  第２条：月その他の天体を含む宇宙空間は、主権の主張、使用若しくは占拠又はその
他のいかなる手段によっても国家による取得の対象とはならない。 

•  第４条：条約の当事国は、核兵器及び他の種類の大量破壊兵器を運ぶ物体を地球を
回る軌道に乗せないこと、これらの兵器を天体に設置しないこと並びに他のいかなる
方法によってもこれらの兵器を宇宙空間に配置しないことを約束する。 

本文は h=p://www.jaxa.jp/library/space_law/chapter_1/1‐2‐2‐5_j.html




考えて欲しいテーマ


•  宇宙開発に何を求めるべきか？ 
– 経済的なリターンがないと意味がない？ 
– 人類史的な意義？ 

•  日本は有人宇宙開発をやるべきか？ 
– 膨大な予算 
– 人命が失われる可能性 
– 国際競争と日本のプレゼンス 

•  宇宙を利用した（実際に行くor人工衛星等を用いる）
ビジネスの企画 

•  将来の宇宙コロニー



